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よ
う
で
す
。
特
に
、「
先
進
師
団
」
と
し

て
陸
上
自
衛
隊
の
ド
ク
ト
リ
ン
開
発
や

戦
術
開
発
、
装
備
品
開
発
に
係
る
業
務
に

師
団
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
第

二
師
団
の
み
と
の
こ
と
で
あ
り
、
陸
上
自

衛
隊
内
で
も
唯
一
の
存
在
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
旭
川
駐
屯
地
内
で
師
団
が

装
備
し
、
ま
た
試
験
運
用
等
を
実
施
し
て

い
る
各
種
装
備
品
の
展
示
が
あ
り
ま
し

た
が
、
先
日
研
修
し
た
「
り
っ
く
ん
ラ
ン

ド
」
を
凌
ぐ
種
類
の
装
備
品
が
並
び
、
中

に
は
第
二
師
団
し
か
装
備
し
て
い
な
い

と
い
う
も
の
も
複
数
あ
り
ま
し
た
。
陸
上

自
衛
隊
の
新
装
備
品
は
、
ま
ず
第
二
師
団

に
配
備
さ
れ
、
戦
術
開
発
や
実
運
用
上
の

デ
ー
タ
収
集
等
を
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

陸
上
自
衛
隊
で
最
大
級
の
師
団
で
あ

る
第
二
師
団
で
す
が
、「
人
」
の
問
題
で

は
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
ず
、
師

団
全
体
の
人
数
が
一
九
九
〇
年
時
点
に

比
較
し
て
約
三
割
減
少
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
新
隊
員
陸
士
の
第
二
師
団

へ
の
補
充
数
も
、
北
部
方
面
隊
管
内
で
試

行
さ
れ
て
い
る
新
入
隊
員
の
任
地
希
望

制
度
の
影
響
も
あ
り
、
一
九
九
〇
年
に
比

較
し
て
約
八
割
減
少
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
実
際
の
数
字
を
聞
く
と
驚
く

べ
き
も
の
で
し
た
。
懇
親
会
の
席
上
で
も

師
団
長
は
繰
り
返
し
人
材
確
保
の
た
め

の
施
策
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
し

た
。
や
は
り
、
手
当
や
俸
給
な
ど
の
処
遇

改
善
や
生
活
環
境
の
整
備
が
喫
緊
の
課

題
と
の
こ
と
で
し
た
。
来
年
度
予
算
の
概

算
要
求
で
も
処
遇
改
善
や
生
活
環
境
整

備
に
は
配
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

人
手
不
足
は
日
本
全
体
の
話
で
あ
り
、
民 

                    
 

 
 

 

 

 

国民と自衛隊との架け橋！ 

令和 7 年 10 月号（No.264） 
 

発行責任者 
公益社団法人隊友会 神奈川県隊友会 

湘南支部長 中尾 剛久 

茅ヶ崎市赤羽根 2661‐26 

Tel：090-4897-4074 

隊
           

友
 

 

間
と
の
差
が
ど
う
し
て
も
目
立
っ
て
し

ま
う
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
旭
川
駐
屯
地
に
隣
接
す
る
「
北

鎮
記
念
館
」
を
研
修
後
、
名
寄
駐
屯
地
を

経
て
稚
内
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
ま
し
た
。

「
北
鎮
記
念
館
」
は
陸
上
自
衛
隊
内
で

「
り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
」
に
次
ぐ
入
場
者
数

を
獲
得
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
展
示
内
容

も
、
屯
田
兵
の
時
代
か
ら
旧
陸
軍
の
第
七

師
団
関
連
の
展
示
を
経
て
陸
上
自
衛
隊

の
第
二
師
団
に
至
る
、
軍
都
と
言
わ
れ
る

旭
川
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で
し

た
。
説
明
を
担
当
し
て
く
れ
た
現
役
の
陸

上
自
衛
官
も
滑
ら
か
な
説
明
ぶ
り
で
あ

り
、
一
度
訪
れ
る
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
ア
ニ
メ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
」

の
舞
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
聖
地
巡
礼
の

観
光
客
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
夏
休
み
の
自
由
研
究
サ

ポ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
等
が
功
を
奏
し
、
募
集

対
象
者
の
来
館
者
も
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ら
が
少
し
で
も
募
集

に
繋
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の 

こ
ど
も
た
ち
展
」
レ
ポ
ー
ト 

そ
の
２ 

支
部
理
事
役 

荻
原 

洋
聡 

２
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち

展
」
開
催
へ
の
経
緯
・
背
景 

⑵
「
私
は
、
単
な
る
運
び
屋
！
」
で
し
か

な
い
。
で
も
、
運
ん
だ
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ

に
と
っ
て
の
「
〇
〇
〇
〇
〇
」
！
？ 

 
昨
年
は
、
４
回
目
の
現
地
調
査
で
、
ブ

ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
前

段
は
、
６
０
馬
力
の
ヤ
マ
ハ
船
外
機
装
備

の
３
隻
の
漁
船
に
分
乗
し
、
ブ
カ
島
か
ら

約
１
０
０
Ｋ
ｍ
（
竹
芝
桟
橋
～
伊
豆
大
島

間
の
距
離
に
相
当
）
を
突
っ
走
り
、
タ
ロ 

キ
ナ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
、
さ
ら

に
５
０
Ｋ
ｍ
先
の
マ
ツ
ン
ケ
イ
を
２
往

復
す
る
現
地
調
査
で
し
た
。 

 

タ
ロ
キ
ナ
で
は
４
日
滞
在
し
ま
し
た

が
、
電
気
の
無
い
村
で
す
。
そ
れ
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
冷
蔵
庫
も
無
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
食
材
等
を
保
存
す

る
機
能
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

で
も
、
熱
帯
雨
林
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
は
バ
ナ

ナ
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
な
ど
自
然
の
豊
か
な
実

り
が
あ
り
、
必
要
な
も
の
を
、
必
要
な
だ

け
自
然
か
ら
の
恵
み
を
い
た
だ
く
。
つ
ま

り
「
足
る
こ
と
を
知
る
（
吾
唯
足
知
）」

を
地
で
行
く
暮
ら
し
ぶ
り
で
し
た
。
日
が

落
ち
て
、
漆
黒
の
夜
で
も
、
南
十
字
星
が

輝
く
満
天
の
星
々
の
も
と
で
心
豊
か
に

過
ご
す
人
々
か
ら
、
翌
日
の
我
々
の
海
路

（
復
路
）
の
安
全
を
祈
る
歌
と
踊
り
の
村

人
総
出
の
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
村
を
出
立
す
る
翌
払
暁
、
そ
れ
ま

で
に
描
い
て
く
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

を
私
に
お
礼
と
し
て
手
渡
さ
れ
た
の
で

す
。
私
は
、
た
だ
、
感
激
す
る
ば
か
り
で

し
た
。
そ
の
心
遣
い
と
、
そ
こ
に
描
か
れ

た
数
々
の
絵
画
そ
の
も
の
に
対
し
て
で

す
。 

 

帰
国
後
、
私
は
、
そ
れ
ら
を
、
か
つ
て

八
戸
の
勤
務
を
通
し
て
繋
が
っ
た
岩
手

県
・
久
慈
市
に
あ
る
「
芸
術
村 

あ
ー
と

び
る
麦
生
（
む
ぎ
ょ
う
）」
の
理
事
長
に

観
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
芸
術
の
専
門
家

で
あ
る
熊
谷
理
事
長
は
、
そ
の
絵
画
に
ま

ず
驚
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
を

経
て
、
今
年
７
月
か
ら
１
１
月
ま
で
、「
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
特

別
展
」
と
し
て
の
開
催
に
至
っ
た
次
第
で

す
。 

 

 

「
部
隊
研
修
に
つ
い
て
」（
そ
の
２
） 

湘
南
支
部
長 

中
尾 

剛
久 

 

隊
友
会
を
は
じ
め
と
す
る
自
衛
隊
の

協
力
・
支
援
団
体
と
し
て
、
研
修
等
を
通

じ
て
部
隊
の
実
情
を
知
り
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

先
月
号
で
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
そ
の

機
会
が
確
保
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
も
現
実
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
中
に

も
隊
友
会
以
外
の
支
援
・
協
力
団
体
の
会

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
実

施
し
た
部
隊
研
修
等
の
状
況
を
適
宜
紹

介
す
る
こ
と
も
、
ま
た
有
益
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

 

実
は
別
の
Ｏ
Ｂ
団
体
が
計
画
し
た
部

隊
研
修
の
時
に
、
あ
る
部
隊
長
か
ら
「
部

隊
の
現
状
を
是
非
部
外
に
も
発
信
し
て

も
ら
い
た
い
。
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
隊
友
会
は
純
然
た
る
部
外
と
も
言
え

ま
せ
ん
が
、
今
回
は
そ
の
時
の
様
子
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

訪
問
し
た
の
は
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐

屯
地
に
所
在
す
る
第
二
師
団
司
令
部
と

陸
上
自
衛
隊
名
寄
駐
屯
地
に
所
在
す
る

第
三
即
応
機
動
連
隊
等
及
び
稚
内
基
地

に
所
在
す
る
陸
海
空
の
各
部
隊
で
し
た
。 

 

陸
上
自
衛
隊
第
二
師
団
は
「
北
鎮
師

団
」
の
異
名
を
持
ち
、
我
が
国
の
北
端
に

位
置
す
る
北
海
道
の
さ
ら
に
北
部
を
担

当
区
域
と
し
、
そ
の
面
積
は
北
海
道
全
体

の
約
三
割
（
四
国
の
一
、
五
倍
）
に
も
及

び
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
の
中
で
も
最
大
級

の
師
団
で
す
が
、
「
北
鎮
師
団
」
の
ほ
か

に
も
特
徴
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
機
動
師
団
」
、「
先
進
師
団
」、「
国
際
任

務
待
機
部
隊
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る 
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岡
崎
光
博
、
尾
上
洋
一
、
高
木
幸
夫
、
高
鹿

治
雄
、
平
形
武
夫
、
中
尾
眞
、
高
橋
祥
子
、

石
川
潤
一
、
吉
富
望
、
関
克
行
、
青
山
元
彦
、

岩
崎
政
弘
、
山
口
真
毅
、
左
奈
田
幸
一
、
山

内
敏
秀
、
池
田
周
平
、
濱
口
浩
二
、
堀
井
光

男
、
今
武
孝
之
、
太
田
純
一
、
松
長
泰
幸
、

荻
原
洋
聡
、
寺
中
哲
夫
、
金
子
勇
二
、
長
谷

川
語
、
中
根
圭
介
、
原
康
二
、
其
浦
勇
治
、

藤
間
淳
一
、 

 
 
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
十
月
十
七
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
法
人
会
員 

平
塚
八
幡
宮 

特
別
会
員 

和
栗
清
、 

正
会
員 

太
田
純
一
、
伊
藤
靖
史
、 

菅
原
政
弘
、
梅
津
雅
仁
、 

終
身
（
寄
付
者
）
皷
達
也
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

福
井 

繁 

氏 

 
 
 

令
和
７
年
９
月
２
１
日 

ご
逝
去 

 
 

正
会
員 

故 

坂
西 

厚
隆 

氏 

 
 
 

令
和
７
年
９
月
２
７
日 

ご
逝
去 

 

会
場
は
、
少
子
化
に
伴
い
、
廃
校
に
な
っ
た

地
元
の
小
中
学
校
施
設
が
、
美
術
館
と
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
運
営
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
正
面
玄
関

脇
の
教
室
を
特
別
展
と
し
て
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
私
も
、
可
能
な
限
り
、
毎
月

１
度
は
現
地
で
来
訪
さ
れ
る
方
々
に
直
接
お
話

し
し
な
が
ら
の
説
明
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
巡
り
逢
い
を
通
じ
て
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

私
は
、
現
地
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
単
に
善
か
れ
と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
、
有
志
か
ら
託
さ
れ
た
文
具
類
（
白
紙
）
を

「
運
び
、
届
け
た
だ
け
」
で
す
。
で
も
、
そ
れ

ら
は
、
現
地
の
人
々
・
こ
ど
も
君
た
ち
に
と
っ

て
は
、「
た
か
ら
も
の
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
そ
し
て
、
白
紙
の
画
用
紙
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
の
た
け
を
描
い
て
く
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
絵
画
は
、「
あ
ー
と
び
る
麦
生
（
む
ぎ
ょ

う
）
」
美
術
館
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
「
珠
玉
の

た
か
ら
も
の
」
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

で
す
か
ら
、
私
は
、
単
な
る
運
び
屋
で
し
か

な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
「
た

か
ら
も
の
」
を
運
び
、
届
け
、
繋
ぐ
こ
と
が
で

き
た
だ
け
で
も
あ
り
が
た
い
奇
跡
だ
と
想
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。 

 

次
回
は
、「
芸
術
村 

あ
ー
と
び
る
麦
生
（
む

ぎ
ょ
う
）
」
展
示
状
況
の
具
体
的
な
説
明
・
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・11/01（土） 

 第８回支部理事役会 

・11/19（水） 

 11 月号隊友紙発送 

・11/21（金） 

 広報官慰労・激励会 

・12/20（土） 

 第９回支部理事役会 

・12/21（日） 

 安全保障トークサロン 

・12/17（水） 

 12 月号隊友紙発送 

・01/10（土） 

 第 10回支部理事役会 

安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ 

支
部
理
事
役 

荻
原 

洋
聡 

 

隊
友
会
湘
南
支
部
、
隊
友
会
西
湘
両
支
部
共

催
の
「
令
和
７
年
度
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」

を
左
記
に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
の
で
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。 

１ 

日 

時 

令
和
７
年
１
２
月
２
１
日
㈰ 

１
４
：
０
０
～
１
７
：
３
０ 

（
受
付
１
３
：
３
０
） 

２ 

会 

場 

藤
沢
商
工
会
議
所
「
ミ
ナ
パ
ー
ク
」
３
階 

３
０
３
会
議
室
・
３
０
２
会
議
室 

（
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
北
口
か
ら
北
へ
徒
歩
約
３
分
） 

３ 

安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン 

 
     

 
 

 

１
４
：
０
０
～
１
５
：
３
０ 

⑴
講
師 

及
び 

演
題 

吉
川
榮
治 

元
海
上
幕
僚
長 

「
工
作
船
事
案
と
そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て
」 

⑵
意
見
交
換
： 

参
会
者
か
ら
の
質
問
に
対
す
る
講
師
の
回

答
を
主
体 

４ 

懇
親
会
（
講
師
を
囲
ん
で
の
意
見
交
換
会
） 

１
６
：
０
０
～
１
７
：
３
０ 

５ 

そ
の
他 

⑴
参
加
会
費
は
無
料
で
す
。
懇
親
会
の
参
加

費
は
５
，
０
０
０
円
を
受
付
で
徴
収
し
ま

す
。 

⑵
当
日
、
体
調
不
良
、
発
熱
等
が
あ
る
方
は

参
加
の
ご
辞
退
を
お
願
い
し
ま
す
。 

⑶
会
場
等
の
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
出
欠
返
信
用
は
が
き
、
又
は
電
話
・

E-
m
a
il

等
で
１
２
月
０
５
日
（
金
）
必
着

に
て
、
出
欠
可
否
の
返
信
を
お
願
い
し
ま

す
。 

⑷
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

連
絡
先
：
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
担
当 

荻
原 

洋
聡
（
お
ぎ
は
ら
・
よ
う
そ
う
） 

 

・
電
話
：0

9
0

-5
7

9
3

-5
6

4
1
 

・E-mail

：y
o
u

so
u

-o
g
i@

h
o
tm

a
il.co

.jp
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

事
務
連
絡 

隊
友
会
か
ら
以
下
の
調
査
が
来
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協

議
会
）
と
地
域
学
校
協
働
活
動
に
つ
い
て 

 

隊
友
会
で
は
、
右
記
に
つ
い
て
、
文
科
省

及
び
各
県
教
育
委
員
会
の
要
望
を
踏
ま
え
、

今
後
取
り
組
み
を
強
化
す
る
方
針
で
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指

導
者
並
び
に
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
、
教

育
委
員
会
の
運
営
協
議
会
委
員
等
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
事
務
局
長
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。 

②
令
和
８
年
版
「
靖
国
」
カ
レ
ン
ダ
ー 

値
段 

１
部 

７
０
０
円 

締
切 

令
和
７
年
１
１
月
１
０
日
㈪ 

送
料 

１
部
：
３
０
０
円
、
２
部
：
３
５

０
円
、
３
・
４
部
：
５
０
０
円
、

５
部
：
７
０
０
円
、
６
～
４
０
部
：

１
１
０
０
円
、
４
１
～
４
９
部
：

１
４
０
０
円
、
５
０
部
以
上
：
無

料 

[

①
②
連
絡
先] 

湘
南
支
部
事
務
局
長 

小
見
山 

雅 
メ
ー
ル
：k

o
m

iy
a
m

a
@

k
td

.b
ig

lo
b

e
.n

e
.jp

 

電 
話
：0

9
0

-2
1

5
7

-5
2

9
7
 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

 

支
部
会
員
に
よ
る
２
０
２
６ 

第
４
７
回
神
奈
川
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
協
賛 

湘
南
支
部
長
（
十
月
十
八
日
現
在
） 

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

専属カメラマンの 

エンディ君(12 歳) 

集合写真(2023 年 3 月) 


